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会
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農
業
再
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協
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民
健
康
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険
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○
第
１
回
議
会
定
例
会

　（
３
月
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日
〜
21
日
）

○
議
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広
報
特
別
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員
会

　（
３
月
１
日
〜
５
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日
）

○
予
算
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員
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総
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住
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岐
阜
県
地
方
競
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組
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○
社
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教
育
委
員
の
会

○
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基
地
観
桜
会

○
岐
阜
県
町
村
議
会
議
長
会

○
羽
島
郡
町
村
議
会
議
長
会

○
岐
阜
羽
島
衛
生
施
設
組
合
議
会

○
教
職
員
の
服
務
宣
誓
式

○
岐
南
町
消
防
団
入
退
団
式

議
会
日
誌

①趣味　道の駅めぐり
②特技　料理
③好きな食べ物　大福
④座右の銘　死ぬこと以外かすり傷

広瀬 恵理子 議員
（ひろせ えりこ）

表紙の題字

北小学校６年

　桐 旬吾さん

の作品です

かたぎり しゅんご

は

2
月

3
月

4
月

ぎなん議会だよりは
Web上でも検索できます
ぎなん議会だよりは

Web上でも検索できます

ぎなんぎかいだより 検 索

村
山 

博
司

渡
邉 

憲
司

松
本 

暁
大

長
谷
川 

淳

議
会
広
報

特
別
委
員

副
委
員
長

委
　
員

委
　
員

委
　
員

■
春
、
年
度
変
わ
り
と
と
も
に
新
し
い
環
境
で
の
生
活
に
な

ら
れ
た
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
３
月
定
例
会

で
は
そ
の
新
し
い
生
活
を
支
え
る
予
算
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
年
間
４
回
の
各
定
例
会
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
が
あ
り
ま

す
が
、
当
初
予
算
の
審
査
は
格
別
の
緊
張
感
が
あ
り
ま
す
。

９
人
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
審
査
し
た
結
果
を
「
議

会
だ
よ
り
」
を
通
じ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
　
　
　（
村
山
）

■
今
回
は
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
質
問
し
て
お
り
、
通

称
コ
ミ
バ
ス
と
コ
ミ
タ
ク
あ
わ
せ
て
年
間
３
７
６
４
８
０
０
０

円
か
か
っ
て
お
り
、
コ
ミ
バ
ス
の
保
育
園
バ
ス
へ
の
転
用
を
提

案
、
ま
た
、
コ
ミ
タ
ク
を
も
っ
と
使
い
や
す
く
す
る
た
め
に
ド

ア
ツ
ー
ド
ア
方
式
の
タ
ク
シ
ー
を
提
案
す
る
こ
と
で
住
民
生

活
に
密
着
し
園
児
か
ら
高
齢
者
、
身
体
障
が
い
者
ま
で
交
通

手
段
を
提
案
し
て
み
ま
し
た
。

（
渡
邉
）

■「
白
扇
を
と
ら
せ
る
。」一
連
の
件
の
特
集
を
作
り
な
が
ら
、

自
身
は
、
議
会
は
あ
る
べ
き
姿
だ
っ
た
か
。
自
問
し
て
い
ま

し
た
。
ま
ず
は
規
定
規
則
を
整
備
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
起

こ
さ
せ
な
い
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

　
そ
し
て
改
め
て
、
町
民
の
た
め
の
政
治
を
新
町
長
と
共
に

行
って
ま
い
り
ま
す
。
　

（
松
本
）

■
新
町
長
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
前
町
長
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

事
案
で
全
国
に
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
の
状
況
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
新

町
長
と
議
会
で
手
を
取
り
合
って
岐
南
町
発
展
の
為
に
邁
進

し
て
い
く
所
存
で
す
。
　

（
長
谷
川
）

　はじめまして。広瀬恵理子です。私は
岐阜市で生まれ育ち岐南町へ移り住み、
１３年になります。子供からお年寄りまで
全ての方々の声に耳を傾けて、思いやり
のある町づくりを目指してまいります。ご
指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い申し
上げます。

①趣味　旅行
②特技　料理
③好きな歴史上の人物　竹中半兵衛
④座右の銘　至誠而不動者未之有也

加藤 雅浩 議員
（かとう まさひろ）

　３年ぶりに議員として議会の場に戻って
まいりました。町民の代表として意思決
定機関である議会の役割を果たします。

令和６年度岐南町消防団入団式

ぎなん議会だより　第54号 16
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新年度予算新年度予算

令和6年度主な新規事業等
【児童手当支給対象拡大事業　8374万5000円】

子供を持つすべての保護者に平等に経済支援を
　「こども未来戦略」（令和５年１２月２２日閣議決定）に基づき、①所得
制限撤廃、②高校生年代までの支給期間の延長、③多子加算について
第３子以降３万円とする抜本的拡充を令和６年１０月から実施する。

【人間ドック費用助成事業　60万円】

健康寿命の延伸を
　生活習慣病の早期発見はもとより健康管理に役立つよう、人間ドック
の費用を助成することで定期的な健診受診を促し町民の健康寿命を延
伸する。助成額は１年に１回５０００円とする。

【ICT支援事業　508万7000円】

DX化に長けたICT支援員の配置を
　児童生徒のタブレット端末の活用の推進を促すため、ICT支援員の巡
回による授業指導、活用指導を行う。また業務改革DXのサポートとして
総合型支援システムの適切な活用を行う。

【マンホール耐震化工事事業　854万2000円】

被災時の被害の軽減を
　「安全で安心なまちづくり」の一つとして、重要な下水道施設の耐震化
を図る「防災」、被災を想定して被害の最小化を図る「減災」を組み合わ
せた総合的な「下水道総合地震対策計画」を実現するためマンホール耐
震化工事を行い、町民が安全で安心に生活できるようにする。

【コンビニでの諸証明書の交付事業　2684万9000円】

住民サービスの向上を
　マイナンバーカードを利用して諸証明がいつでもどこでも簡単に全
国のコンビニエンスストアで取得可能となる。

予算特別委員会

私は「ココ」にズームイン!!

三宅祐司 委員長

　町民に密着した事業、重点的か
つ政治的な課題・施策などの事業
がどのように予算に組み込まれて
いるか、その優先度や緊急度など
の点に着目し、詳細な質疑及び活
発な意見交換を行います。 長谷川淳 副委員長

耐震化工事が必要なマンホー
ルはまだ327基残っていて、こ
のペースだと20年で20基しか
できない。20基でかかる約１億
6千万円の費用を貯めておい
て、いざという時の対策に回し
たらどうか？

Q

（上下水道課長）下水道面整備事業が終わり次第、
耐震化に注力します。年間10基～20基整備していき
ます。

A

松　浩二 委員

ふるさと納税寄付額の確保は
できるか？

Q

（総務課長）総務省の地場産品
基準ルールにより令和6年度1
億1000万円と36％（6300万
円）減収という形での予算計上
です。町としても新規寄附者を
募りつつ寄附額を1000円単
位に見直すなど減少額の歯止
めに取り組みます。

A

村山博司 委員

財政調整基金の保有高と地方
債の今後は？  

Q

（財政課長）財政調整基金の目
標数値は、標準財政規模の10
～20％とされており当町の保
有高は10億円で、標準財政規
模の17％です。当面はこの10
億円を維持することが目標に
なります。地方債は臨時財政対策債の大きいものの償
還が終わり大幅な減額となっています。令和7年度は
新庁舎の償還が終わり更に減少する見込みです。

A

木下美津子 委員

新築の家も多く建つ中、なぜ
固定資産税が減るのか？  

Q

（税務課長）令和6年度は3年に
一度の評価替えの年に当たり、
家屋については経過年数に応
じた減額処理を行う為、新築増
加よりも全体として減額となり

ます。土地は平均で2％路線価が下落することから減額と
なります。

A

渡邊憲司 委員

Q:防災倉庫は西側に一か所し
か入り口がないようだが、使い
やすさを考え、他に入り口を付
ける予定はないか？

Q

（総務課長）建物内にはホイス
トを装備しますので入り口の増
設は考えていません。

A

松本暁大 委員

防犯灯のリース契約に補償は
含まれるのか？

Q

（総務課長）リース契約の方が
自己取得に比べ若干安価であ
るほか、付随して、メンテ等の
費用も全て込みとなっていま
す。例えば球切れや灯具の故
障した場合についても、町の負
担はありません。

A
後藤友紀 委員

こどもの居場所づくり事業で
全町的な課題整理の議論は
あったのか？  

Q

（総合政策課長）プロジェクト
チームで議論し予算計上しま
した。

A

櫻井 明 委員

議長のため質疑なし

ぎなん議会だより　第54号ぎなん議会だより　第54号 23



基本政策 新　規　事　業　等

思いやりと
ふれあいで

人を育むまちづくり

こどもの居場所づくり事業 
（ほほえみ会館リニューアル）

高校生世代の医療費無償化事業（入院）

児童手当支給対象拡大

特別養護老人ホーム整備費補助金

夢や希望を育み
心豊かに暮らせる

まちづくり

国民文化祭補助金交付事業

東町民センター・西町民センター 
２階トイレ洋式化工事

【羽島郡二町教育委員会特別会計】 
 ＧＩＧＡスクール構想推進のためのＩＣＴ支援事業

【羽島郡二町教育委員会特別会計】 
　命を守る力を高める「水泳教室」

みんなが健やかに
楽しく暮らせる

まちづくり

骨粗しょう症検診

サンデー健診とピロリ菌検査の同時実施
事業

人間ドック費用助成事業
（社会保険加入者）

帯状疱疹予防接種費用の助成事業 
（不活化ワクチン接種者の助成拡充）

【国民健康保険特別会計】 
　人間ドック費用助成事業（国保加入者）

にぎわいと
新たな活力を生む

まちづくり

中小企業等活性化補助金

【水道事業会計・下水道事業会計共通】 
　岐南町水道料金徴収業務等委託

基本政策 新　規　事　業　等

にぎわいと
新たな活力を生む

まちづくり

 【水道事業会計】　上水道経営戦略

 【下水道事業会計】　下水道経営戦略

【下水道事業会計】 
　マンホールデザイン蓋取替工事

安全で安心な
生活を実現する

まちづくり

消防ポンプ自動車更新導入事業

防災倉庫建替及び駐車場整備事業

ＬＥＤ照明更新・導入事業

歩道・水路敷分離整備事業

側溝改修工事

雨水管理総合計画策定事業

橋梁点検業務委託

【下水道事業会計】 
　マンホール耐震化工事

【下水道事業会計】 
　下水道汚水幹線調査業務

まちづくりの
推進に向けて

会計年度任用職員勤勉手当支給

岐南町第 3 期総合戦略策定事業

コンビニエンスストアでの諸証明書交付
事業

福祉
土木

総務
住民 議案第１号　岐南町情報公開条例の一部改正する条例

議案第４号　岐南町職員の配偶者同行休業に関する条例

議案第２号　岐南町行政手続における特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及
び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

議案第８号　岐南町介護保険条例の一部を改正する条例

白黒コピー1枚10円、カラーコピー1枚20円、USBを持
参し、USBにデータを入れる場合は無料です。A

資料を請求した場合の
手数料は？Q

基本的には公務に支障がないと認める時となってい
ます。補充職員については、派遣職員を考えています。A

同じ部署で多数の該当者
があった場合の対応は？Q

今年の12月2日以降は原則、新規で保
険証は発行しないという国の方針で
す。マイナンバーカードを所持していな
い方は、資格確認書を発行し、保険証の
代わりに使います。

A
健康保険証が廃止され、マイナンバー
カードが健康保険証になるとのことだ
が、猶予期間はあるか。また、マイナン
バーカードを所持していない方の取り扱
いはどうなるのか？

Q

居宅介護サービスの利用が高まっている影響や町内に
サービス事業所が充実していることが主な要因です。
また、町民1人当たりの所得水準が県下で3位であるこ
とや高齢化率が低いため国の調整交付金の交付率が
低いことも影響しています。

A
保険料が引き上げられた
要因は？Q

【修正動議】令和６年度 一般会計及びその他予算案
（議会が修正（削除）した新規事業等の一覧）

３月定例会にて各常任委員会を開催

総務住民・福祉土木常任委員会がチェック！
町の仕事は様々な分野にわたっていることから、総務住民、福祉土木の２つの常任委
員会を設置し、それぞれを分担しながら、審査を行っています。
その審査過程で、委員からどんな指摘・要望があったのか、その一部をご紹介します。

　令和６年３月５日に小島英雄町長（当時）が辞職された。

　令和６年３月議会は既に開会しており、会期中であった。予算編成権の権限を持ち、提案者であ
る町長が審議前に不在となったことから、令和６年度一般会計及びその他予算案は、『経常経費な
どの骨格予算のみ審議する。ただし、国の政策及び今議会で議決しなければ国や県などから補助
金を受けることができない等、緊急性を要する事業は審議を行なう』という方針のもと、議員全員が
参加する予算委員会で審議をした。

　審議の結果、下記の９つの事業（※黄色の塗り潰し）を修正（削除）することについて全会一致
し、３月議会最終日において修正動議を提出した。

修正動議常任委員会

ぎなん議会だより　第54号ぎなん議会だより　第54号 45



案　　　件 結果

木
下
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明 
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三
宅
祐
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松
本
暁
大 

　

村
山
博
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長
谷
川
淳 

　

  

議案第 1 号 岐南町情報公開条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 2 号
岐南町行政手続における特定の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個
人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例について

可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 3 号 岐南町監査委員条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 4 号 岐南町職員の配偶者同行休業に関する条例について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 5 号 岐南町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条
例について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 6 号 岐南町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 7 号 岐南町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 8 号 岐南町介護保険条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 9 号 岐南町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営等に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 10 号 岐南町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 11 号
岐南町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備
及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介
護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例について

可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 12 号
岐南町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指
定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の
方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例に
ついて

可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 13 号 岐南町水道事業給水条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 14 号 岐南町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例
について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 15 号 令和5年度岐南町一般会計補正予算について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 16 号 令和5年度岐南町国民健康保険特別会計補正予算について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

案　　　件 結果

木
下
美
津
子 

　

渡
邉
憲
司 

　

櫻  

井  
　

  
明 

※１

松
𠩤
𠩤
𠩤 

　

後  
藤  
友  

紀 

 

三
宅
祐
司 

　

松
本
暁
大 

　

村
山
博
司 

　

長
谷
川
淳 

　

  

議案第 17 号 令和5年度岐南町介護保険特別会計補正予算について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 18 号 令和5年度岐南町後期高齢者医療特別会計補正予算について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 19 号
令和6年度岐南町一般会計予算について 修正可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇
修正動議 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 20 号 令和6年度岐南町国民健康保険特別会計予算について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 21 号 令和6年度岐南町介護保険特別会計予算について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 22 号 令和6年度岐南町後期高齢者医療特別会計予算について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 23 号 令和6年度羽島郡二町教育委員会特別会計予算について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 24 号 令和6年度岐南町水道事業会計予算について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 25 号
令和6年度岐南町下水道事業会計予算について 修正可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇
修正動議 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【追加議案】

議案第 26 号 岐南町副町長の給与の減額に関する条例について 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【追加議案】

議案第 27 号 工事請負契約の締結について(西小(北舎)トイレ改修工事) 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【追加議案】

議案第 28 号 財産の取得について(教師用教科書、指導書、指導用教材等購
入) 可決 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

総務住民委員会の副委員長の互選について 確定 松本　暁大

議会運営委員会委員の選任及び委員長・副委員長の互選につ
いて 確定 委 員 長：木下美津子

副委員長：三宅　祐司

選第 1 号 木曽川右岸地帯水防事務組合議会議員の補欠選挙について 選挙確定 後藤　友紀

※2

※2

※3

3月定例会では　こんなことが決まりました
賛成＝〇　反対＝● 賛成＝〇　反対＝●

※1 議長は採決に加わりません。
※2 議案第19号、25号につきましては、修正箇所を除いた部分について採決を行っています。
※3 後藤友紀議員は3月29日に辞職したため、再度補欠選挙が行われる予定です。

議案の詳細につきましては、岐南町ホームページ「提出議案」ページをご覧ください。

▲提出議案
　ページは
　こちら

定例会結果定例会結果
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3月定例会

一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
の
報
告
や
説
明
を

町
に
求
め
、適
切
な
町
政
運
営
を
進
め
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、議
員
本
人
が
執
筆（
要
約
）し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
こ
こ
が
、聞
き
た
い
」
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【定例会3日目】

一般質問の全容は
　　　　　を
ご覧ください

辞職経緯一般質問

岐南町ハラスメント事案に関する経緯

５月

6月

9月

令和５年

2月

3月

令和6年

令和５年５月１８日、週刊文春オンラインにて
「小島英雄前町長による町職員へのセクハラ疑惑」
が報道され、同日午後７時より、記者会見が行われる。

令和５年５月１９日、緊急全員協議会が招集され、小島前町長より報道に関する説明、
傍島副町長からは危機管理対策本部の設置及び中立・公正な第三者による事実調
査を検討していくという説明が行われ、各議員が質疑を行った。

令和６年２月２７日、第三者調査委員会より「調査報告書」が提出される。
（結論）粛 と々公務に務めていたであろうと考慮しても、なお、町長の職を即時に辞して
いただく以外の選択肢はない、との結論に達した。

令和６年２月２８日、議員総会を開催し、議会としての対応を協議した。事案の発生から調査報告書
提出までの経緯を勘案し、小島前町長に対する２度目の「不信任決議案の提出」を全会一致で確認
した。総会後、櫻井議長及び三宅副議長が小島前町長を訪ね、議会の意思を伝えた。

令和６年３月５日、小島英雄前町長が辞職する

令和５年６月議会において、
「小島英雄前町長に対する辞職勧告決議案」を提出する　⇒　「可決」
・賛成：７…第三者委員会は町長の進退に言及するものではない、トップの危機
管理能力の欠如は町民にとって不利益でしかない
・反対：２…現時点では疑惑であり未だ多くの事実確認ができていない、一部の
セクハラを認め一定以上の社会的責任を果たしておりここで辞職してはかえって
有耶無耶に終結してしまう

令和５年９月議会において、
「小島英雄前町長に対する不信任決議案」を提出する　⇒　「否決」
※後藤友紀議長を含む、議員全員による採決となる。
・賛成：７…これまでの発言からも一般常識や倫理観を逸脱している、ハラ
スメントによってどれだけ組織にダメージを与えているかの認識が全くない、
不信任の提案理由は至極全うであり我々議員の倫理観が問われている
・反対：３…進退は自身で決めるべき、辞職勧告を可決という重大な意思
表示をしながらこれまで辞職を促すなどの努力はしてきたのか、勧告決議案
後から新たな事実が報告されておらず、当時と状況は変わっていない
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保
育
園
バ
ス
な
ど
へ
の
検
討
は

部
長
　車
両
の
転
用
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

停留所コミュニティバス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

　
　
　
　
　あ
り
方
と
は

薬
物
乱
用
か
ら
若
者
を

守
る
た
め
に

学
校
で
の
「
が
ん
教
育
」

講
師
に
医
師
や
経
験
者
を

Q
当
初
の
説
明
で
は
、
に
じ
バ
ス
よ
り

も
乗
車
率
が
上
が
る
と
し
て
い
た

が
、今
で
も
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

（
総
合
政
策
部
長
）
に
じ
バ
ス
運

行
当
時
の
２
０
０
５
年
に
14
・

５
％
で
あ
っ
た
の
が
、
２
０
２
０
年
に
は

22
・
８
％
で
あ
り
、
増
大
傾
向
が
見
ら

れ
ま
す
。

A
（
総
合
政
策
部
長
）
事
業
実
施
の

た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
説
明

会
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

A Q
以
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
復
活
さ

せ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
方
も
お
ら

れ
ま
し
た
が
、
そ
う
い
っ
た
方
た
ち
に
ド
ア

ツ
ー
ド
ア
方
式
の
タ
ク
シ
ー
の
話
を
し
た

ら
、
す
べ
て
の
方
々
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

よ
り
も
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
方
式
の
タ
ク
シ
ー
の

方
が
い
い
ね
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

う
い
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
や
住
民
へ
の
説
明
を

し
た
の
か
。

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

タ
ク
シ
ー
で
来
年
度
予
算
、
年
間
３

７
６
４
万
８
千
円
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
二

つ
と
も
や
め
て
、
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
方
式
の
タ

ク
シ
ー
な
ど
の
検
討
も一緒
に
考
え
た
方
が

よ
い
の
で
は
な
い
か
。

（
総
合
政
策
部
長
）
乗
用
旅
客
の

介
護
タ
ク
シ
ー
に
近
い
も
の
で
あ

る
た
め
、
導
入
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

A

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
や
め
る
場
合
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
、
保
育
園
バ

ス
な
ど
へ
の
転
換
も
一
緒
に
検
討
す
べ
き
で

は
。

（
総
合
政
策
部
長
）
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

バ
ス
に
つ
い
て
は
、
利
用
拡
大
の

た
め
の
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
廃
止
す
る
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
た
が
って
、
車
両
の
転
用
も
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

A

木下 美津子 議員
きのした みつこ

渡邉 憲司 議員
わたなべ けんじ

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
福
祉
政
策
の
一
環

と
し
て
始
め
ら
れ
、
当
初
の
説
明
で
は
、
に

じ
バ
ス
よ
り
も
運
行
ル
ー
ト
は
病
院
や
買
い

物
が
で
き
る
利
便
性
を
考
え
て
お
り
多
く

乗
車
し
て
い
た
だ
け
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
以
前
の
に
じ
バ
ス
よ
り

も
乗
車
率
が
少
な
い
だ
け
で
な
く
、
住
民
か

ら
税
金
の
無
駄
遣
い
、
以
前
の
に
じ
バ
ス
と

変
わ
ら
な
い
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。Q

大
麻
・
覚
醒
剤
等
の
薬
物
犯
罪
が

後
を
絶
た
な
い
。最
近
で
は
風
邪
薬
・

咳
止
め
・
解
熱
剤
等
市
販
薬
を
大
量
摂
取

す
る
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
が
若
者
に
広
が
っ
て

い
る
。
薬
物
使
用
は
再
犯
率
が
高
い
。「
初

め
て
」
を
防
ぎ
危
険
周
知
が
大
切
。
薬
物

依
存
症
の
10
代
患
者
の
65
・
２
％
が
市
販
薬

の
乱
用
で
そ
の
割
合
は
高
校
生
の
60
人
に
１

人
と
あ
る
。
当
町
の
薬
物
乱
用
防
止
啓
発

の
実
施
状
況
と
今
後
の
啓
発
活
動
は
。

（
福
祉
部
長
）
町
の
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
公
共
施
設
に
ポ

ス
タ
ー
掲
示
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
悩

A

Q
薬
物
乱
用
の
相
談
体
制
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

（
福
祉
部
長
）
健
康
推
進
課
で
対

応
し
て
い
ま
す
。
直
近
５
年
間
の

薬
物
相
談
は
２
件
で
す
。
し
か
し
誰
に

も
相
談
で
き
ず
に
い
る
人
も
潜
在
的
に
存

在
す
る
と
考
え
ま
す
。
学
校
・
地
域
等

の
関
係
者
の
協
力
を
得
、
把
握
に
努
め

ま
す
。
又
行
政
窓
口
へ
の
相
談
を
拒
む

方
に
は
匿
名
で
の
メ
ー
ル
相
談
に
も
応
じ

る
こ
と
を
広
く
周
知
し
ま
す
。

AQ
小
学
校
高
学
年
・
中
学
生
へ
の
薬
教

育
で
正
し
い
知
識
か
ら
の
薬
物
乱
用

防
止
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

（
教
育
長
）
薬
物
乱
用
、
市
販
薬

の
過
剰
摂
取
、
ネ
ッ
ト
上
の
誤
情

報
は
心
配
な
こ
と
で
す
。
学
校
で
は
保

健
体
育
の
授
業
と
薬
物
乱
用
防
止
教
育

の
受
講
で
指
導
し
て
い
ま
す
。
正
し
い
知

識
を
学
ぶ
こ
と
は
重
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
授
業
参
観
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
研
修
等
で
家

庭
で
の
理
解
と
協
力
も
助
言
し
て
い
き
ま

す
。 A

Q
文
科
省
は
医
師
や
が
ん
経
験
者
に
よ

る
指
導
を
促
す
通
知
を
都
道
府
県

の
教
育
委
員
会
に
出
し
た
。
国
の
令
和
６
年

度
予
算
に
講
師
派
遣
の
経
費
が
計
上
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
。
大
い
に
活
用
し
実
施
す

べ
き
。
又
コ
ラ
ボ
授
業
と
し
て
理
科
と
保
健

体
育
の
連
携
授
業
と
し
て
も
よ
い
と
思
う
。

学
校
で
の
が
ん
教
育
は
親
世
代
の
検
診
率

向
上
に
も
期
待
で
き
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

（
教
育
長
）
具
体
的
指
導
は
小
学

校
６
年
生
の
保
健
体
育
で
予
防
と

検
診
の
大
切
さ
、
コ
ラ
ボ
授
業
と
し
て
家

庭
科
の
栄
養
と
食
事
と
併
せ
学
ん
で
い

ま
す
。
中
学
校
で
は
早
期
発
見
、
早
期

治
療
の
大
切
さ
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

医
師
等
の
指
導
は
説
得
力
が
あ
り
よ
り

意
識
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。
こ
う

し
た
内
容
を
保
護
者
に
メ
ー
ル
配
信
、

授
業
参
観
等
で
の
が
ん
教
育
で
保
護
者

世
代
の
検
診
率
ア
ッ
プ
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
健
康
を
推
進
す
る
部
局
と
の
連
携

を
図
って
い
き
ま
す
。

A

薬
物
乱
用
の
相
談
体
制
は

部
長
　現
相
談
口
に
加
え
メ
ー
ル
相
談
も

『
岐
南
町
DX
推
進
計
画
』

の
進
捗
状
況
を
問
う

（
総
務
部
長
）
令
和
５
年
度
に
実

施
し
た
事
業
や
今
後
の
方
針
は
当

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
ま
し
た
。「
書

か
な
い
窓
口
」
は
国
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
を
注
視
し
検
討
し
ま
す
。「
行
か

な
い
窓
口
」
は
住
民
票
・
戸
籍
・
諸
証

明
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
、
令
和
６
年
度
中

の
導
入
を
目
指
し
ま
す
。

A Q
全
国
市
町
で「
書
か
な
い
窓
口
」「
行

か
な
い
窓
口
」
の
導
入
が
進
ん
で

い
る
。
当
町
も
昨
年
３
月
、
令
和
５
年
度

か
ら
７
年
度
の
DX
推
進
計
画
書
が
提
出
さ

れ
た
。
現
在
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

一般質問一般質問

岐南町議会では、より町民に開かれた議会とするため、２０２３年（令和５年）第４回定例会より、議会映像の配信
を開始しました。本会議の録画映像を、インターネット映像配信サービスのYouTube（ユ―チューブ）を利用し
配信しています。

はじめました。
岐南町議会公式チャンネル

チャンネル登録
お願いします！

む
方
に
は
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
案
内
し
て
い
ま
す
。今
後
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
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現
状
の
停
留
所
は
福
祉
目
的
か

部
長
　
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
ま
す

主体 → 主導 → 達成商業施設や病院へ運ぶ「チョイソコ」

応急給水栓マンホールトイレ

公
共
交
通
の
未
来
に
賭
け
て

　
　
　  （
第
二
弾
）
を
問
う

災
害
の
対
応
に
つ
い
て

（
コ
ミ
バ
ス
）
が
福
祉
目
的
と
す
る
な
ら
ど

う
し
て
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
玄
関
に
近

い
位
置
に
設
置
で
き
な
か
っ
た
の
か
を
関
連

付
け
た
質
問
と
し
て
「
賛
同
い
た
だ
い
た
事

業
者
様
」＝「
協
力
金
が
い
た
だ
け
る
方
」

を
条
件
に
依
頼
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
費
用
負

担
に
応
じ
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
事
業
者
様

が
お
ら
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
し
、
依

頼
の
内
容
を
確
認
す
る
と
「
事
業
所
前
停

留
所
の
設
置
の
際
に
は
、
協
力
金
を
お
願
い

す
る
予
定
で
あ
る
旨
を
お
伝
え
し
ま
し
た
」

と
の
答
弁
に
因
果
関
係
を
問
う
「
停
留
所

が
離
れ
た
位
置
に
し
か
設
置
で
き
な
か
っ
た

理
由
」
を
伺
う
と
「
法
令
や
基
準
で
定
め

る
ル
ー
ル
に
加
え
、
実
施
主
体
の
町
、
道

路
占
用
や
使
用
を
許
可
す
る
道
路
管
理
者
、

運
行
す
る
バ
ス
事
業
者
、
警
察
、
沿
道
地

権
者
な
ど
今
あ
る
す
べ
て
の
停
留
所
の
位
置

は
、
こ
の
よ
う
な
手
続
き
を
踏
ん
で
決
め
ら

れ
た
も
の
」
と
い
う
理
由
な
ら
ば
福
祉
目
的

（
病
院
や
お
買
物
）
が
計
画
前
か
ら
既
に
不

便
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
判
っ
て
お
り
強
行

す
べ
き
で
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
更

に
当
初
か
ら
申
し
上
げ
て
き
た
、
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
を
も
っ
と
充
実
、
拡
張
さ
せ
る
提

案
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ
い
て
も
良
か
っ
た

の
で
は
と
思
う
訳
で
す
。
こ
う
し
た
調
査
結

果
を
踏
ま
え
、
町
は
主
体
的
な
役
割
を
果

た
し
て
も
実
際
に
主
導
権
を
握
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
一
例

と
し
て
事
業
開
始
前
に
申
し
上
げ
た
「
停

留
所
設
置
が
必
要
な
場
所
に
お
い
て
は
、

協
力
金
を
い
た
だ
く
の
で
は
な
く
、
目
的
達

成
の
た
め
な
ら
、
支
払
っ
て
で
も
お
願
い
し

て
く
だ
さ
い
」
を
私
か
ら
申
し
上
げ
ま
し
た

よ
う
に
町
が
主
導
し
目
的
達
成
の
た
め
に

あ
ら
ゆ
る
方
法
を
駆
使
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
（
停
留
所
設
置
協
力
金
な
し
）

な
ど
も
加
え
た
具
体
的
な
方
策
を
聞
か
せ

て
ほ
し
い
こ
と
と
町
主
導
が
ど
れ
ほ
ど
重
要

で
あ
る
か
を
申
し
上
げ
質
問
い
た
し
ま
す
。

く
、
事
業
所
な
ど
へ
の
聞
き
取
り
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
今
後
も
変
化
す

る
で
あ
ろ
う
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
ま

す
。

Q
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
停
留
所
に

つ
い
て
、
ど
こ
を
ベ
ス
ト
の
位
置
と

定
め
、
優
先
順
位
を
も
っ
て
他
に
ど
こ
を
候

補
に
置
い
た
の
か
、
設
置
計
画
の
調
査
経

緯
と
検
証
結
果
は
。

Q
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
見
る
停
留

所
は
福
祉
目
的
だ
っ
た
か
。

（
総
合
政
策
部
長
）
町
が
あ
ら
か

じ
め
停
留
所
の
位
置
を
指
し
示
す

計
画
と
い
っ
た
も
の
は
、
存
在
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

A
（
総
合
政
策
部
長
）
町
は
、
定
期

的
な
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
み
な
ら
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
停
留
所
の
位
置
に
関
す

る
も
の
も
含
み
、
こ
れ
ま
で
の
停
留
所
設

置
に
係
る
経
緯
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

A

三宅 祐司 議員
みやけ ゆうじ

　
12
月
議
会
の一般
質
問
「
公
共
交
通
の
未

来
に
賭
け
て
」
の
再
々
質
問
の
答
弁
が
時

間
制
限
を
超
え
結
論
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
再
開
（
３
月
議
会
）
こ
こ
ま
で
の
経

緯
か
ら
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。
14
年
前

の
「
に
じ
バ
ス
」
が
年
間
１
６
０
０
万
円
の

運
行
経
費
に
見
合
わ
な
い
利
用
実
態
が
続

い
た
こ
と
が
理
由
で
廃
止
に
な
る
が
、
昨
年

再
開
し
た
「
コ
ミ
バ
ス
」
３
５
０
０
万
円
の

経
費
は
ど
う
か
を
問
う
と
今
回
は
、
福
祉

目
的
（
買
い
物
や
通
院
）
で
あ
る
と
答
弁
、

な
ら
ば
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
１
か
所
の
停

留
所
位
置
で
は
、
３
０
０ｍ
離
れ
て
い
る
が
、

高
齢
者
が
買
い
物
し
て
大
荷
物
を
持
っ
て
歩

け
る
距
離
で
は
な
い
、
玄
関
に
近
い
設
置
場

所
が
本
当
に
難
し
か
っ
た
の
か
、
公
共
交
通

Q
新
年
早
々
に
能
登
地
域
を
中
心
に

起
き
た
よ
う
な
巨
大
地
震
発
生
時
の

町
の
初
期
の
対
応
は
。
ま
た
火
災
発
生
時

の
対
応
は
。

（
総
務
部
長
）
発
生
時
の
初
期
対

応
の
指
針「
職
員
災
害
発
動
マ
ニュ

ア
ル
」
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
初
動
対

処
、
応
急
対
策
の
迅
速
・
的
確
な
実
施

と
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
火
災
発
生
時

は
消
防
署
や
消
防
団
と
協
力
活
動
を
行

い
ま
す
。

A

ど
の
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
注
意
喚
起
は
。

Q
一
回
目
の
揺
れ
で
壊
れ
か
け
の
家
に

入
り
二
回
目
の
揺
れ
で
倒
壊
す
る
な

（
総
務
部
長
）
防
災
行
政
無
線
で

の
放
送
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
の
発
信
、
携
帯
会
社
の
緊
急
速
報

メ
ー
ル
、
報
道
機
関
へ
の
情
報
提
供
、

広
報
車
両
で
の
啓
発
な
ど
あ
ら
ゆ
る
手

段
を
駆
使
し
ま
す
。

AQ
２
６
０
０
０
人
の
水
や
ト
イ
レ
の
対

応
は
ど
の
よ
う
か
。
公
園
な
ど
今
あ

る
ト
イ
レ
を
改
修
・
増
設
な
ど
す
べ
き
で
は
。

（
総
務
部
長
）
飲
料
水
用
と
生
活

用
水
の
備
え
と
西
及
び
中
央
水

源
地
に
容
量
４
２
０
０
ト
ン
の
配
水
池
が

あ
り
全
町
民
の
必
要
量
10
日
分
に
相
当

し
ま
す
。
ト
イ
レ
は
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

で
対
応
し
ま
す
。

A

Q
妊
婦
・
乳
児
・
障
害
者
の
方
な
ど

配
慮
の
必
要
な
方
の
対
応
は
。

（
総
務
部
長
）
福
祉
避
難
所
マ
ニュ

ア
ル
に
基
づ
き
、
協
定
を
締
結
し

て
い
る
福
祉
避
難
所
９
か
所
と
町
施
設

各
校
区
１
か
所
で
対
応
、
必
要
な
物
資

が
行
き
届
く
よ
う
災
害
物
資
供
給
協
定

を
締
結
し
て
い
ま
す
。

AQ
子
供
の
数
よ
り
多
い
家
族
同
様
の

ペッ
ト
の
対
応
は
。

（
総
務
部
長
）
ペ
ッ
ト
同
行
避
難

に
対
応
す
る
た
め
屋
外
に
飼
養
施

設
の
設
置
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
岐
南

町
被
災
動
物
救
援
マ
ニュア
ル
・
避
難
所

に
お
け
る
被
災
動
物
救
援
マ
ニュ
ア
ル
の

策
定
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

AQ
備
蓄
品
な
ど
自
治
会
と
の
連
携
は
。

ま
た
井
戸
水
所
有
の
方
と
の
連
携

は
。Q

直
接
死
よ
り
多
い
災
害
関
連
死
が

起
き
な
い
よ
う
対
応
は
。

（
総
務
部
長
）
自
治
会
と
の
連
携

は
あ
り
ま
せ
ん
。
水
道
は
耐
震
性

を
有
し
て
い
ま
す
。
井
戸
水
は
非
常
災

害
用
井
戸
指
定
に
関
す
る
覚
書
を
54
の

法
人
と
提
携
し
無
償
で
提
供
い
た
だ
け

ま
す
。

A
（
総
務
部
長
）
保
健
所
や
県
の
協

力
を
得
て
健
康
管
理
活
動
を
行

A

災
害
関
連
死
を
防
ぐ
に
は

部
長
　
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
や
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
要
請

（
総
務
部
長
）
自
衛
隊
へ
災
害
派

遣
要
請
を
行
い
ま
す
。
町
内
の
入

浴
施
設
に
つ
い
て
も
協
定
締
結
な
ど
検
討

し
ま
す
。

い
、
ま
た
精
神
的
ス
ト
レ
ス
解
消
や
福
祉

的
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

や
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
の
派
遣
を
要
請
し
ま
す
。

A Q
体
や
精
神
衛
生
上
の
た
め
の
入
浴

施
設
や
宿
泊
可
能
施
設
と
の
連
携

は
。

（
総
合
政
策
部
長
）
令
和
３
年
度

に
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
を
策

定
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
想
定
量
は
可

燃
物
２
２
０
０
０
ト
ン
、
不
燃
物
１
１
２

０
０
０
ト
ン
で
、
一
次
仮
置
き
場
と
し
て

羽
栗
社
会
体
育
施
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
厚

八
社
会
体
育
施
設
運
動
広
場
を
想
定
し

て
い
ま
す
。

A Q
大
地
震
時
は
大
量
の
瓦
礫
や
廃
棄

物
が
発
生
す
る
が
、
ど
こ
に
集
積

し
処
理
は
ど
う
す
る
か
。

（
総
務
部
長
）
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
き
県
や
県
内
市
町
村
相
互

の
応
援
実
施
の
協
定
を
締
結
し
て
い
ま

す
。
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結
の
宇

多
津
町
や
久
御
山
町
に
は
直
接
応
援
要

請
を
求
め
ま
す
。

A Q
巨
大
地
震
時
の
国
・
県
や
災
害
協

定
を
結
ん
で
い
る
宇
多
津
町
や
久

御
山
町
と
の
対
応
は
。

一般質問一般質問

松　 浩二 議員
まつばら こうじ
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自
治
会
未
加
入
者
の

　
　
ゴ
ミ
収
集
場
所
問
題

今
後
の
学
童
保
育
場
所
の

　
　
　
　
　
　
　
懸
念
点

羽
島
郡
二
町
教
育
委
員
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　 

考
え
る

自
治
会
の
未
来

Q
今
後
学
童
が
必
要
な
児
童
数
が
増

加
し
て
い
っ
た
場
合
、
ど
こ
で
実
施

す
る
の
か
。

Q
点
検
評
価
報
告
書
は
、
岐
南
町
と

笠
松
町
、
更
に
は
小
学
校
と
中
学

校
で
分
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Q
羽
島
郡
二
町
教
育
委
員
会
か
ら
仮

に
、
岐
南
町
教
育
委
員
会
単
独
に

移
行
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
。

（
福
祉
部
長
）
10
年
後
の
利
用
予

測
は
、
北
学
童
53
名
、
西
学
童

86
名
、
東
学
童
１
１
５
名
で
す
。
国
が

定
め
る
学
童
保
育
の
利
用
定
員
を
算
出

す
る
と
、
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
は
最
大
定

員
１
６
５
名
、
西
町
民
セ
ン
タ
ー
は
１
７

０
名
、
東
町
民
セ
ン
タ
ー
は
１
８
０
名
で

あ
り
、
今
後
10
年
間
も
現
行
の
施
設
で

受
入
れ
は
容
易
で
あ
り
ま
す
。

A
（
教
育
長
）
各
学
校
で
は
点
検
評

価
委
員
会
の
評
価
に
加
え
学
校

評
価
を
実
施
し
、
学
校
だ
よ
り
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

教
育
委
員
会
が
示
す
「
点
検
評
価
」
の

結
果
も
踏
ま
え
、
他
の
学
校
と
の
比
較

も
し
な
が
ら
各
学
校
で
改
善
に
努
め
て
い

ま
す
。

A

Q
岐
南
町
だ
け
大
幅
に
教
育
の
予
算
を

増
や
し
た
り
、
岐
南
町
だ
け
の
新
規

事
業
を
行
お
う
と
し
た
と
き
に
、
教
育
委

員
会
と
し
て
、
二
町
の
均
衡
を
図
る
た
め
に

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
た
り
す
る
こ
と
は
あ
る

か
。

（
教
育
長
）
二
町
の
均
衡
を
図
る

た
め
に
、
各
町
の
事
業
を
抑
止
す

る
と
い
う
考
え
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

A

（
教
育
長
）
メ
リ
ッ
ト
は
、
業
務

の
ス
リ
ム
化
が
図
ら
れ
ま
す
。
一

方
で
、
教
育
委
員
会
の
規
模
が
縮
小
さ

れ
る
こ
と
が
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
教
員
の
安
定
的
な

配
置
に
困
難
さ
が
増
し
ま
す
。

　
二
町
で
あ
れ
ば
笠
松
中
学
校
と
交
互

に
勤
務
す
る
こ
と
で
、
岐
南
町
や
笠
松

町
の
児
童
生
徒
の
特
性
を
理
解
し
た
先

生
を
安
定
的
に
配
置
で
き
ま
す
。

A

長谷川 淳 議員
はせがわ じゅん

Q
自
治
会
の
加
入
率
及
び
必
要
性
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

（
総
務
部
長
）
役
員
の
高
齢
化
や

若
い
住
民
の
自
治
会
参
加
減
少
に

よ
り
、
担
い
手
不
足
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

時
代
に
あ
っ
た
自
治
会
運
営
が
で
き
る
よ

う
自
治
会
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
を

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

A
（
総
務
部
長
）
自
治
会
に
お
け
る

負
担
軽
減
は
課
題
で
あ
り
、
自

治
会
長
や
班
長
を
は
じ
め
と
し
た
各
種

役
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
役
員
が
持
っ

て
い
る
業
務
の
精
査
、
今
後
ど
の
よ
う
な

A Q
自
治
会
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
、
困
り
ご

と
、
悩
み
の
種
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

点
を
改
善
で
き
る
か
行
政
と
し
て
も
自

治
会
連
合
会
と
と
も
に
引
き
続
き
議
論
・

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Q
自
治
会
を
う
ま
く
機
能
す
る
施
策

は
。

（
総
務
部
長
）
自
治
会
か
ら
の
幅

広
い
分
野
に
お
け
る
相
談
ご
と
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
自
治
会
サ
ポ
ー
タ
ー

を
令
和
４
年
度
よ
り
５
年
以
上
勤
務
の

職
員
を
配
置
し
ま
し
た
。自
治
会
サ
ポ
ー

タ
ー
活
用
方
法
を
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。

AQ
住
民
の
生
活
が
多
様
化
し
て
い
る
の

で
、
こ
れ
ま
で
の
旧
態
依
然
と
し
た

自
治
会
は
時
代
遅
れ
で
す
。
自
治
会
の
将

来
を
考
え
た
時
、
そ
の
自
治
会
に
あ
っ
た
議

論
と
改
革
が
必
要
で
す
。
町
の
考
え
フ
ォ

ロ
ー
体
制
は
。

（
総
務
部
長
）
人
々
の
価
値
観
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
し
て

い
く
現
代
に
お
い
て
、
旧
態
依
然
と
し
た

自
治
会
の
ま
ま
で
は
魅
力
も
感
じ
ら
れ
な

く
な
り
、
会
員
の
減
少
や
組
織
の
弱
体

化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
町
と
し
て
は
有

意
義
な
自
治
会
が

育
っ
て
い
く
よ
う
引

き
続
き
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

A

Q
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
か
ら
見
え
て
き
た
町
民
の
ニ
ー
ズ

は
。

（
福
祉
部
長
）
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

で
は
、
将
来
の
福
祉
制
度
に
対
す

る
不
安
感
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
ま
た

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
は
、
地
域
住
民
同
士

の
つ
な
が
り
を
望
む
意
見
が
多
く
出
さ
れ

ま
し
た
。

AQ
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
課
題
と
今
後

の
対
策
は
。

Q
第
４
期
計
画
が
目
指
す
方
向
性
は
。

（
福
祉
部
長
）
住
民
主
体
の
課
題

解
決
力
の
向
上
の
た
め
に
、
声
か

け
や
見
守
り
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く

り
の
重
要
性
の
理
解
を
深
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
な
ど
、
地
域
共
生
力
を
高
め
る
取
り

組
み
を
目
指
し
ま
す
。

A
（
福
祉
部
長
）
地
域
を
支
え
る
人

づ
く
り
・
町
民
が
支
え
合
う
地

域
づ
く
り
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
・
誰
も
が
安
心
し
て

A

（
福
祉
部
長
）
行
政
窓
口
を
中
心

と
し
た
相
談
体
制
の
充
実
と
再

犯
防
止
の
取
り
組
み
を
新
た
な
施
策
と

し
ま
す
。

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、
こ
れ
ら
４
つ
の

基
本
目
標
に
基
づ
き
、
地
域
福
祉
の
維

持
・
発
展
に
努
め
ま
す
。

A Q
第
４
期
計
画
に
新
た
に
盛
り
込
ん

だ
内
容
は
。

（
福
祉
部
長
）
今
後
も
福
祉
事
業

所
に
対
す
る
人
員
配
置
の
適
正
化

指
導
、
介
護
や
保
育
の
現
場
に
お
け
る

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
技
術
導
入
へ
の
補
助
制

度
の
斡
旋
な
ど
、
職
員
の
負
担
軽
減
や

業
務
効
率
化
を
支
援
し
ま
す
。

A Q
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
は
。

（
福
祉
部
長
）
社
会
福

祉
協
議
会
は
地
域
福
祉

活
動
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、

双
方
の
計
画
の
進
捗
状
況
の
可

視
化
、
各
事
業
所
の
役
割
の

明
確
化
、
事
業
の
費
用
対
効

果
の
検
証
に
努
め
ま
す
。

A
（
福
祉
部
長
）
町
の
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

A Q
第
４
期
計
画
と
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
関
係
性
は
。

Q
第
４
期
計
画
の
今
後
の
検
証
方
法

や
町
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

一般質問一般質問

村山 博司 議員
むらやま ひろし

ど
こ
に
ゴ
ミ
を
出
せ
ば
い
い
か

部
長
　指
定
さ
れ
た
集
積
場
で
す

第
４
期
岐
南
町
地
域 

　
　
　
　
　
　
福
祉
計
画

多
種
多
様
の
地
域
福
祉
課
題

部
長
　計
画
の
最
終
ま
と
め
段
階

Q
自
治
会
未
加
入
者
は
ど
こ
に
ゴ
ミ
を

出
す
の
が
正
し
い
の
か
。

（
総
務
部
長
）
一
般
廃
棄
物
に
つ

い
て
は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
市
町

村
が
収
集
・
運
搬
・
処
分
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
民
の
責
務
と
し
て
は
、
廃
棄
物
の
減

量
そ
の
他
そ
の
適
正
な
処
理
に
関
し
、

国
や
地
方
公
共
団
体
の
施
策
に
協
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
治
会
員
・
未
会
員
で
あ
っ
て
も
可
燃

ご
み
に
つ
い
て
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
内

の
指
定
さ
れ
た
集
積
場
へ
出
し
て
い
た
だ

く
よ
う
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
自
治
会
に
も
加
入
し
な
い
、

清
掃
活
動
に
も
参
加
し
な
い
、
ま
し
て
や

ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル
も
守
ら
な
い
と
い
っ

た
方
が
、
平
然
と
、
自
治
会
が
管
理
さ

れ
て
い
る
集
積
場
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と

に
対
す
る
不
満
の
声
が
あ
る
こ
と
も
承
知

し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
集
積
場
等

の
管
理
・
運
営
は
自
治
会
に
よ
って
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
広
報
紙
等
で
繰
り
返
し

周
知
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
と
し
て
の

環
境
美
化
に
対
す
る
協
力
を
呼
び
か
け

て
い
き
ま
す
。

A
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○
社
会
福
祉
協
議
会
・
共
同
募
金
会

○
羽
島
郡
広
域
連
合
議
会

○
議
会
運
営
委
員
会

○
予
算
説
明
会

○
全
員
協
議
会

○
地
域
農
業
再
生
協
議
会

○
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

○
第
１
回
議
会
定
例
会

　（
３
月
１
日
〜
21
日
）

○
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　（
３
月
１
日
〜
５
月
20
日
）

○
予
算
特
別
委
員
会

○
総
務
住
民・福
祉
土
木
常
任
委
員
会

○
岐
阜
県
地
方
競
馬
組
合
議
会

○
社
会
教
育
委
員
の
会

○
岐
阜
基
地
観
桜
会

○
岐
阜
県
町
村
議
会
議
長
会

○
羽
島
郡
町
村
議
会
議
長
会

○
岐
阜
羽
島
衛
生
施
設
組
合
議
会

○
教
職
員
の
服
務
宣
誓
式

○
岐
南
町
消
防
団
入
退
団
式

議
会
日
誌

①趣味　道の駅めぐり
②特技　料理
③好きな食べ物　大福
④座右の銘　死ぬこと以外かすり傷

広瀬 恵理子 議員
（ひろせ えりこ）

表紙の題字

北小学校６年

　桐 旬吾さん

の作品です

かたぎり しゅんご

は

2
月

3
月

4
月

ぎなん議会だよりは
Web上でも検索できます
ぎなん議会だよりは

Web上でも検索できます

ぎなんぎかいだより 検 索

村
山 

博
司

渡
邉 

憲
司

松
本 

暁
大

長
谷
川 

淳

議
会
広
報

特
別
委
員

副
委
員
長

委
　
員

委
　
員

委
　
員

■
春
、
年
度
変
わ
り
と
と
も
に
新
し
い
環
境
で
の
生
活
に
な

ら
れ
た
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
３
月
定
例
会

で
は
そ
の
新
し
い
生
活
を
支
え
る
予
算
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
年
間
４
回
の
各
定
例
会
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
が
あ
り
ま

す
が
、
当
初
予
算
の
審
査
は
格
別
の
緊
張
感
が
あ
り
ま
す
。

９
人
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
審
査
し
た
結
果
を
「
議

会
だ
よ
り
」
を
通
じ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
　
　
　（
村
山
）

■
今
回
は
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
質
問
し
て
お
り
、
通

称
コ
ミ
バ
ス
と
コ
ミ
タ
ク
あ
わ
せ
て
年
間
３
７
６
４
８
０
０
０

円
か
か
っ
て
お
り
、
コ
ミ
バ
ス
の
保
育
園
バ
ス
へ
の
転
用
を
提

案
、
ま
た
、
コ
ミ
タ
ク
を
も
っ
と
使
い
や
す
く
す
る
た
め
に
ド

ア
ツ
ー
ド
ア
方
式
の
タ
ク
シ
ー
を
提
案
す
る
こ
と
で
住
民
生

活
に
密
着
し
園
児
か
ら
高
齢
者
、
身
体
障
が
い
者
ま
で
交
通

手
段
を
提
案
し
て
み
ま
し
た
。

（
渡
邉
）

■「
白
扇
を
と
ら
せ
る
。」一
連
の
件
の
特
集
を
作
り
な
が
ら
、

自
身
は
、
議
会
は
あ
る
べ
き
姿
だ
っ
た
か
。
自
問
し
て
い
ま

し
た
。
ま
ず
は
規
定
規
則
を
整
備
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
起

こ
さ
せ
な
い
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

　
そ
し
て
改
め
て
、
町
民
の
た
め
の
政
治
を
新
町
長
と
共
に

行
って
ま
い
り
ま
す
。
　

（
松
本
）

■
新
町
長
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
前
町
長
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

事
案
で
全
国
に
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
の
状
況
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
新

町
長
と
議
会
で
手
を
取
り
合
って
岐
南
町
発
展
の
為
に
邁
進

し
て
い
く
所
存
で
す
。
　

（
長
谷
川
）

　はじめまして。広瀬恵理子です。私は
岐阜市で生まれ育ち岐南町へ移り住み、
１３年になります。子供からお年寄りまで
全ての方々の声に耳を傾けて、思いやり
のある町づくりを目指してまいります。ご
指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い申し
上げます。

①趣味　旅行
②特技　料理
③好きな歴史上の人物　竹中半兵衛
④座右の銘　至誠而不動者未之有也

加藤 雅浩 議員
（かとう まさひろ）

　３年ぶりに議員として議会の場に戻って
まいりました。町民の代表として意思決
定機関である議会の役割を果たします。
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